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明
ら
か
な
よ
う
に
、
た
た
か
 

え
ば
要
求
は
前
進
す
る
こ
と
 

に
確
信
を
持
っ
て
、
す
べ
て
 

の
組
合
員
の
知
恵
と
 カ
 で
春
 

闘
に
勝
利
し
よ
う
 -
 と
 0
 正
 

春
闘
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
 

た
 午
後
か
ら
は
十
二
名
の
評
 

議
員
か
ら
春
闘
方
針
を
深
め
 

る
発
言
が
あ
り
、
全
会
一
致
 

で
 春
闘
方
針
が
決
定
き
れ
ま
 

し
た
。
 

最
低
賃
金
 

-
 

四
国
地
区
協
の
四
回
 

総
 

 
 

動
を
成
功
き
せ
る
 

か
け
を
お
こ
な
い
・
委
託
で
 

働
 
ざ
す
。
 

⑨
憲
法
擁
護
の
た
た
か
 

い
 

い
て
い
る
労
働
者
の
賃
金
・
 

労
 

2
 ノ
 ー
 1
 
 
建
国
記
念
 

働
 条
件
を
改
善
き
せ
る
。
 

の
 日
に
反
対
す
る
集
会
 

3
/
3
0
 
 

九
条
の
ム
五
 

 
 

 
 

記
念
講
演
会
 

な
ど
の
節
目
の
集
会
を
成
 

功
 さ
せ
る
 

県労連第 19 回中央 下 貝金Ⅰ く 
Ⅰト ロ 

一
月
二
十
三
日
、
高
知
 

城
 ホ
ー
ル
で
県
労
連
の
 

0
 五
 春
闘
方
 食
十
 

）
中
央
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
す
べ
て
の
組
織
が
「
全
労
 

達
 一
 

，
る
 
」
、
「
誰
で
も
一
万
円
以
上
の
賃
金
底
上
げ
」
な
ど
を
 

決
 定
 ・
 ( 畑山副委員長の 音頭で @ 団結がんば るぅ 」 )   を
 決
定
す
る
「
第
十
九
 

竺
 要
請
書
目
を
提
出
 

し
ま
し
た
。
 

千
円
以
上
、
口
 
額
 七
千
四
百
円
 

以
上
、
月
額
十
五
万
円
以
上
の
 七 / - Ⅹ " 

組 
織 
拡 
大 

⑨
四
国
総
行
動
 
写
 /
 

2
-
 

①
誰
で
も
一
万
円
以
上
の
 

貸
金
底
上
げ
、
パ
ー
ト
時
間
給
 

五
十
円
の
引
き
上
げ
、
一
時
給
 

一
 
-
 
一
う
 
ち
九
条
の
 ム
ミ
 な
ど
 

の
共
同
組
織
と
と
も
に
、
世
 

論
 と
運
動
の
高
揚
に
役
割
を
 

果
た
す
。
 

ニ
 ・
賃
上
げ
要
求
・
闘
争
 

⑤
全
労
連
統
一
要
請
書
を
 

提
出
ず
る
春
闘
 

五
 ・
改
憲
阻
止
、
核
兵
器
 

廃
絶
の
た
た
か
い
 

⑨
四
・
二
 0
 第
二
次
全
国
 

統
一
行
動
 

全
労
連
の
 一
も
 
チ
一
つ
の
 

日
本
は
可
能
だ
 !
 第
二
次
 

全
国
統
一
行
動
 
-
 を
成
功
さ
 

せ
る
 

②
共
同
を
広
げ
る
地
域
春
 

闘
、
青
年
春
闘
の
追
求
 

③
改
憲
阻
止
、
核
廃
絶
の
た
 

た
か
い
と
結
合
し
た
春
闘
 

④
組
織
拡
大
を
め
ざ
す
 春
 

闘
 

大
増
税
路
線
を
許
さ
な
い
 

た
た
か
い
、
介
護
保
険
制
度
 

改
悪
反
対
、
自
治
体
財
政
 ロ
 

ぶ
し
反
対
の
た
た
か
い
で
 
共
 

同
を
広
げ
る
。
 

⑥
三
・
一
七
第
一
次
 

全
国
統
一
行
動
 

三
・
一
六
を
回
答
指
定
 

日
と
設
定
し
、
一
七
日
を
ス
 

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
第
一
次
 

全
国
統
一
行
動
と
す
る
 

①
急
増
し
て
い
る
不
安
定
 

雇
用
労
働
者
、
失
業
者
、
未
組
 

織
労
働
者
を
含
む
す
べ
て
の
 

労
働
者
を
視
野
に
入
れ
た
 春
 

闘
 

四
 ・
社
会
保
障
、
消
費
税
 

な
ど
国
民
共
同
の
取
り
 

組
み
 

一
 ・
ど
ん
な
春
闘
と
し
て
 

前
進
さ
せ
る
か
 

タ
行
動
、
国
鉄
・
 
N
T
T
,
 
郵
 

政
の
た
た
か
い
強
化
、
す
べ
 

て
の
組
合
が
一
不
払
い
残
業
 

根
絶
 -
 の
 取
り
組
み
を
。
 

⑥
二
・
二
三
地
域
総
 

行
動
 

全
労
連
の
一
統
一
要
請
 

書
 -
 の
 一
斉
提
出
を
重
点
行
 

動
と
す
る
。
 

ま
た
、
国
の
出
先
機
関
に
 

-
 
県
労
連
 0
 五
年
春
闘
要
請
 

書
 -
 を
 提
出
す
る
 

-
 九
条
の
含
立
ち
上
げ
の
 

ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
て
い
る
。
 

高
知
市
の
小
高
坂
を
皮
切
り
に
、
 

土
佐
市
、
野
市
町
、
中
村
市
、
土
 

佐
山
田
町
、
南
国
市
な
ど
で
 
結
 

成
さ
れ
、
県
労
連
中
央
委
員
会
 

で
は
嶺
杜
労
連
の
代
表
か
ら
も
 

地
域
組
織
結
成
の
準
備
が
す
す
 

ん
 で
 い
 る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
 

そ
し
て
同
じ
く
 県
 国
公
の
仲
間
 

か
ら
は
 -
 
職
場
九
条
の
ム
ム
 

-
 め
 組
 

緑
化
の
話
も
出
き
れ
た
日
通
常
 

国
会
も
始
ま
り
、
改
憲
勢
力
は
 

-
 
国
民
投
票
法
案
」
な
ど
の
上
 

程
 、
さ
ら
に
憲
法
改
悪
と
連
動
 

す
る
一
教
育
基
本
法
改
悪
強
行
 

-
 

を
 狙
っ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
 
護
 

憲
 勢
力
の
た
た
か
 い
 は
正
念
場
 

を
 迎
え
て
い
る
が
、
 
-
 
憲
法
九
条
 

を
守
ろ
う
 
-
 の
声
が
思
想
・
信
条
 

の
 違
い
を
越
え
て
存
在
し
て
い
 

る
こ
と
が
希
望
で
あ
る
。
戦
争
 

を
 体
験
し
た
方
々
の
一
平
和
憲
 

法
を
守
れ
 -
 の
 訴
え
は
説
得
力
 

が
あ
る
 ノ
 小
生
は
戸
籍
上
次
男
 

で
あ
る
。
兄
は
 -
 
満
州
 -
 で
 生
ま
 

れ
 一
歳
に
も
満
た
な
い
 
う
ち
 に
 

栄
養
失
調
で
死
ん
だ
そ
う
だ
。
 

父
親
は
捕
虜
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
 

に
 送
ら
れ
、
脱
走
し
て
母
と
再
 

会
 、
そ
の
後
、
小
生
を
含
む
三
人
 

の
子
ど
も
を
も
 
う
 け
た
。
戦
後
 

生
ま
れ
の
小
生
に
も
戦
争
が
影
 

を
 落
と
し
て
い
る
。
 
-
 
子
や
 孫
た
 

ち
に
平
和
を
・
・
 
-
 今
年
の
年
賀
 

状
 に
書
い
た
舌
口
薬
で
あ
る
一
高
）
 

0
 正
春
闘
の
 

企
業
通
信
簿
、
働
く
 ル
｜
 

行
動
展
開
 

（
春
闘
方
針
要
旨
）
 

ル
チ
ェ
ッ
ク
の
連
動
、
 
ト
ョ
 

憲
法
改
悪
の
動
き
 

が
 急
ピ
ッ
チ
で
進
む
 

な
か
、
県
内
各
地
で
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講師のお二人は、 昨年 6 月、 井上ひさし、 梅原 猛 、 大江健三 

郎 、 奥平康弘、 加藤周一、 澤 地久 枝 、 鶴見俊輔さんらと「九条 

の会 ，を 立ち上げましだ。 

ノ 3  月 30  日 ( 水 ) 午後 6  時 30 分～ 
ノ 県民文化ホール・オレンジ 

県
労
連
第
十
九
回
中
央
委
員
会
は
 、
い
 で
が
ん
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
 

二
 0
0
 

六
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
 
中
央
委
員
会
で
は
 -
 
県
内
の
八
割
の
労
 

%
 勘
 審
判
制
度
の
審
判
員
に
高
知
一
般
 
働
 者
が
未
組
織
で
劣
悪
な
条
件
に
喘
い
で
 

労
働
組
合
の
島
内
苑
 副
 組
合
長
を
推
薦
 
い
 る
 。
そ
う
し
た
労
働
者
の
琴
線
に
触
れ
 

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

る
 労
働
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
 -
-
 
労
 

島
内
さ
ん
は
長
崎
鉄
工
所
分
会
書
記
 
働
 審
判
員
と
し
て
全
力
を
あ
げ
た
い
 
-
 と
 

長
 、
地
域
支
部
支
部
長
を
経
て
九
六
年
 
カ
 強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
 

か
ら
ホ
テ
ル
支
部
支
部
長
を
つ
と
め
て
 

と
の
共
同
提
出
行
動
 

三
 ・
夕
方
、
宣
伝
，
周
辺
地
域
ビ
ラ
配
布
 

行
動
 

  

 
 

 
 

プ
シ
ョ
ン
に
は
 現
 

奮
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
  
 

役
の
組
合
員
、
歴
代
の
幹
部
は
も
と
よ
 

小
泉
内
閣
の
二
二
位
一
体
改
革
 -
 に
よ
 

り
 、
 県
 ，
高
教
組
、
医
労
連
、
福
祉
保
育
 

る
 自
治
体
つ
ぶ
し
は
市
町
村
長
、
講
会
 

労
組
な
ど
県
労
連
加
盟
の
仲
間
も
出
席
し
自
 治
 体
幹
部
に
激
し
い
怒
り
を
抱
か
せ
て
 

ま
し
た
。
 

お
り
、
こ
の
攻
撃
を
と
も
に
は
ね
か
え
す
 

参
加
者
は
、
一
政
党
支
持
自
由
 -
 の
 原
則
 

条
 件
 が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

を
 堅
持
し
て
、
自
治
労
と
の
激
し
い
組
織
 

高
知
自
治
労
連
の
引
き
続
く
奮
闘
が
期
 

戦
 を
た
た
か
っ
た
諸
先
輩
の
労
苦
を
経
 
侍
 さ
れ
ま
す
。
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%
 
 高
知
市
以
外
に
つ
い
て
は
、
 

知
市
の
行
動
を
参
考
に
別
途
、
 

頼
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
 

佐高 

②
 J
R
 

高
知
駅
前
 

③
サ
テ
ィ
 前
 

④
大
津
行
動
 一
 
陸
運
支
局
前
集
合
）
 

  

C
 大
 棲
 通
り
び
ろ
め
市
場
前
 

全
労
連
統
一
要
請
書
 

県
労
連
春
闘
要
請
書
 

産
剃
要
求
書
 

一
 
一
 

免
ガ
 

。
門
跡
 

⑨
 
ゆ
 
じ
，
 

二
 %
 地
域
 縮
 行
劫
の
成
 
コ
ゴ
ヒ
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